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Ⅰ．はじめに

教員養成学部における教養教育を考えた場合、大学
入学の時期においては、将来教員を目指す者として、
これからの社会全体の中で、自己の果たす役割や在り
方を認識し知的基盤を形成しなければならない。また、
大学生活を含むこれからの生き方を模索し、常により
高いものを目指し続けていくことを意識した知的学修
を行うことが大切であると考える。さらに教員養成学
部の教養教育は、将来教員となるためだけでなく、こ
れからの社会を生き抜くための知的学修の中核を占め
るものである。学生には、学ぶ意識を高く持ち、主体
的にこの学修に取り組む姿勢が求められる。本論文は、
このような観点から、小学校教員養成における算数教
育について考察する。算数教育は、大学での学びを小
学校における算数科の指導力向上に確実に結びつけら
れることが求められると同時に、それが教養教育の知
的学修の一部を占めるという認識も必要である。
本学部の学生が算数・数学を小中高でどのように学
んできたのか、入学時における算数・数学の教科内容
の修得状況や算数・数学という教科に対する学生の意
識といった観点から、大学での算数教育の在り方につ
いて考えていきたい。

Ⅱ．テーマ設定理由と方法

1．テーマ設定理由
社会が複雑かつ急激な変化を遂げる中で、大学では、

幅広い視野から物事を捉え、高い論理性に裏打ちされ
た的確な判断を下すことができる人材の育成が一層強
く期待されている。大学教育は、学生に対してグロー
バル化や科学技術の進展、少子高齢化など、社会の変
化に対応できる知の基盤を与えるものでなければなら
ない。大学教育の大衆化が進むなかで、入学時の学生

の基礎学力や興味・関心は、著しく多様化している。
小学校教員養成学科における算数教育についても、限
られた時間数のなかで社会や将来教員となる学生の
ニーズに応える効果的な教育を行うことが望まれる。
しかし、本学科の学生は、文科系の学生が多く、算数・
数学への苦手意識をもつ者も少なくない。学生が算数・
数学について十分に理解しないまま小学校教員になる
ことは容認できないが、教員養成学部であるというこ
とだけでなく、教養教育においても算数教育の果たす
役割は大きいのではないかと考えられる。しかし、限
られた時間内に教員養成のための基礎力と教養教育の
両方の目標を達成することは、不可能といってよいほ
どの困難さを伴う。
そのため、「算数」の授業については、授業内容の
精選と授業方法の工夫を行う必要がある。教員となる
際に必要な最低限の基礎的・基本的な学修を進めると
同時に、教員となってからの学びを継続させるために
算数・数学への関心・興味をもたせることが重要であ
ると考えている。学生時代に算数・数学の面白さを感
じ、興味をもつことで、算数・数学への理解度や学習
意欲が増せば将来学校現場においても算数・数学を継
続して学んでいくことができ、この学びと学校現場で
の経験の積み重ねによって、自信をもって算数を指導
できる教員になるのではないかと考えている。学科段
階での学びが、その後の教職生活全般にわたっての教
育実践の根幹となるように、学修内容は、具体性と簡
潔性を有していることが重要である。
そのためには、大学での授業の内容充実・工夫が図
られる必要があり、場合によっては、個々に補習授業
（学び直し）を行うことも必要であると考えている。
学生の対人関係能力やコミュニケーション能力の低
下に対する対応お必要性が増している今日にあって、
授業形式も参加型やグループ学習・体験学習を取り入
れるといった工夫が必要であると考えている。
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2．方法
筆者が本学科においてこれまで実践した「算数」、「算
数科指導法」の授業を学生の振り返りや授業評価等の
結果を基に分析し、「算数教育の在り方」について報
告する。

Ⅲ．先行研究

算数教育の授業改善を考えるにあたり、まず、小学
校志望学生がもつ算数・数学観について知っておく必
要がある。
神原一之は、「私立大学小学校教員志望学生の傾向
として、数学学習の有用感は、どちらかというと低い
学生が多い。数学学習への効力感についても否定的感
情をもつ学生が多くいる。児童生徒主体の算数・数学
の授業を理想の授業像としてもつ学生が多くいる。算
数や数学が好きであることや数学の問題を解くことが
面白いと感じている学生ほど、数学の有用感が高い。
より高度な数学の理解に自信がある学生ほど、数学学
習の目的に関する認識が深い」という結果を明示して
いる。また、この調査結果から、「学生の長所を伸ば
し課題を克服するという立場に立ち、算数関連科目で
は、『数学的活動』『数学的よさ』『数学学習の有用観』
『数学学習への効力感』を目標設定のキーワードの候
補とすべきである」と述べている。（神原 2017）
学生が、数学のもつ文化的価値、実用的価値、人間
形成的価値を認識し、数学を用いて事象を解決する良
さを味わうことは、教育現場で自信をもって児童に算
数指導ができるようになるための要件であると考えら
れる。
では、教員希望者にこれらの資質・能力を育むため
には、どのような内容、形式の授業を行えばよいのだ
ろうか。
中央教育審議会答申（2015）では「新しい社会の在
り方を自ら創造することができる資質能力を子どもた
ちに育むためには、教員自身が、習得・活用・探究と
いった学習過程全体を見直し、個々の内容事項を指導
することによって育まれる思考力、判断力、表現力等
を自覚的に認識しながら、子どもたちの変化等を踏ま
えつつ自ら指導方法等を不断に見直し、改善していく
ことが求められる。また、教員一人ひとりが、子ども
たちの発達の段階や発達の特性、子どもの学習スタイ

ルの多様性や教育的ニーズと教科等の学習内容、単元
の構成や学習の場面等に応じた方法について研究を重
ね、ふさわしい方法を選択しながら、工夫して実践で
きるようにすることが重要である」と、述べられてい
る。また、教員養成に関する課題 において「教員と
しての職能成長が教職生活全体を通じて行われるもの
であることを踏まえ、養成段階は、教員となる際に必
要な最低限の基礎的・基盤的な学修を行う段階である
ことを改めて認識することが重要である。子どもたち
に、知識や技能の修得のみならず、これらを活用して
子どもたちが課題を解決するために必要な思考力、判
断力、表現力及び主体的に学習に取り組む態度を育む
指導力を身に付けることが必要である」とも述べられ
ている。
これらを算数教育の立場で考えるなら、教員には、
次のような資質能力が求められるのではないかと考え
る。
①  　子どもの学習状況や子どもの学び方（態度）に
ついての理解と算数科に関する専門性に基づく教
育実践力
　  「子どもの理解」「教科についての知識・技能」「指
導力（子どもの学習状況把握力、授業設計力、授
業の分析、省察力及び教材分析・開発力）」など
である。
②  　主体的な学びに基づき自らの教育実践を継続し
て向上させる資質・能力
　  「習得・活用・探究力」「省察力」「マネージメン
ト力」などである。
③  　子どもや保護者、教職員、地域の人との関係を
構築する人間関係力
　  「協働力」「コーディネート力」「マネ－ジメント力」
などである。
では、このような資質・能力を育成するために教員
養成学部で行われている「算数」「算数科指導法」の
授業は、どのような内容・方法で行われているのだろ
うか。
佐伯昭彦らは、小学校教師としての数学的能力の向
上を目指すために、以下の 2つの方向性を示している。
（1）小学校算数科に関連する重点的な 4～ 5のテーマ
に絞る方向。

（2）小学校算数科の背景として知っておくべき数学的
内容を、個々は浅くなるが、広く網羅的にとり扱う
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方向。
松岡らは、（1）の方向性をより重要とし、その際、
算数・数学の中で、学生十分理解されにくい内容を含
んだ 4種類の教材を取り上げ、それらについて詳述し
ている。すなわち「数概念の拡大」、「単位当たりの大
きさ」、「図形の対称性」および「変化の割合」である。
（松岡他 2013）
また、中央教育審議会答申（2015）では「教科に関
する科目」と「教科の指導法」の科目区分を撤廃した
上で、新たに「教科の内容及び構成」という科目を新
設することを提唱している。
丹羽 雅彦他は、中学・高校の数学教師を養成する

ために必要な数学専門科目において、育成されるべき
専門能力を次のように述べている。
①  　学校教育における算数・数学科の内容の背景に
ある数学の理論の本質を理解し、教科内容におい
て重点をおくポイントおよび必要性の低さを的確
に見抜く能力。
②  　学校数学の内容における重要なポイントに対し
て独自の工夫を加え、内容を明確で分かりやすく
説明できる能力。
③  　子どもの発言やつぶやき、またつまずきに含ま
れる発想の芽や本質的な点を見逃さず拾い上げ発
展させる授業が展開できる能力。
④  　知的好奇心を呼び起こす教材や数学的活動を創
意工夫して作りだし、子どもの興味・関心をひき
出す授業を展開できる能力。
⑤  　数学の面白さや美しさを伝えて、子どもの興味・
関心を育てる能力。
⑥  　子どもが数学を創造するような知的探求の場と
する授業を実践できる能力。
⑦  　教科内容がどのように変更されようと、主体的
な教材研究を行い的確な対応ができる能力。（丹
羽他 2013）

これらは、中学・高校の数学教師養成に関して述べ
られているのではあるが、算数を指導する小学校教員
にも同様に育成されるべき能力であると考えられる。
また、算数を指導する者にとっても、算数の内容の
根底にある数学の知識や見方・考え方を理解し、児童
の状況に応じて授業内容を自ら構成できる力が必要で
あり、学生が小学校・中学校・高等学校で学んだ知識
はもちろん、算数のさまざまな領域の指導内容の根底

にはどんな数学があるかを知り、それらを指導する立
場に立って考えてみるような経験が必要である。その
場合、指導する算数の内容が、なぜそうなっているの
か、なぜそのような計算をするのか等、意味と根拠を
十分に理解することが重要であると考えられる。
松岡学は、算数の標準モデルをもとに著者が構成し
た授業内容を提示している。また、授業方法としては、
「説明」、「例題演習」および「答え合わせ」などに授
業を細分して授業を設計している。

Ⅳ．「算数教育」の授業

筆者が研究実践校として関わっている研究協力校
（京都市）での算数授業で感じることであるが、指導
教員が、自身が受けてきた授業のイメージ『算数・数
学で重要なのは、唯一の答を導くことである。』とい
う固定概念が強すぎるためか、児童が問題を解く前に、
解決のための既習事項を復習したり、解法に向けての
ヒントを多く出したり、解決方法を教え込んだり、教
師自らが解決方法や授業のポイントを解説したりする
といった授業を観ることがよくある。そのため、算数・
数学の楽しい世界を味わったり、思考過程における奥
深さや面白さを感じたりするといった本来の算数のよ
さを十分に伝えきれていないのである。つまり、指導
者に「学習状況・思考方法・思考過程」を推察する力
が十分備わっていないため、児童の解決の様子を観て、
一人ひとりに適切に対応し指導支援することも出来
ず、児童の思考が、目指す方向に向いているのかどう
かを判断することもできない。また、目指す方向に向
いていない場合もそれが、何に起因し、どのように修
正すればよいのかが理解できない。従って、正解であ
るかどうかだけで判断して児童の学習状況を評価する
ことになる。本来は児童の教科に対する認識は、どう
なのか、算数のよさを感じているのか等を判断し、対
応することが重要である。こうした授業に向かうため
には、学生自らが、算数・数学の思考過程を通して、
教科の面白さやよさを感じるといった経験を十分にす
ることが重要である。
そのため、「算数」「算数科指導法」の授業構成につ

いては、学生の主体的な学びを通して、算数に対する
興味・関心を引き出すことを優先して計画した。主体
的な算数・数学の解決過程を通して、「面白い」、「楽
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しい」、「解決を見出せてうれしい」等を感じる経験が
重要であると考えるからである。つまり、自ら考え、
何かを得る経験が必要であり、教師自身にこのような
経験がないとしたら、「算数のよさ・面白さ」を子ど
もに伝えることが出来ないであろうし、教師だけでな
く、子どもたちをも「算数嫌い」にしてしまうことに
なるであろう。
また、「教科に関する科目」と「教職に関する科目」
の区分を撤廃とまでいかなくても、今後、「教科に関
する科目」と「教科の指導法」のより一層の連携を図っ
ていくことは必要であると考えている。
本学部では、「算数」を小学校教員希望者だけでな
く幼稚園教諭希望者も履修している。特に、幼稚園教
諭養成においては、やがて算数へと繫がる数量的セン
スを「環境」の領域に即して伸長させるための内容や
方法を考案している。

1．算数
現在行っている「算数」のシラバスを以下に示す。

表 1　算数シラバス（2017）
算数　シラバス

1
2
3
4
5
6
7
8
9
10
11
12
13
14
15

算数科における 4領域と算数の有用性
算数教育の学習指導要領の新旧対照
指導内容の体系化－数
指導内容の体系化－整数の四則演算（加法・減法）
指導内容の体系化－整数の四則演算（乗法）
指導内容の体系化－整数の四則演算（除法）
指導内容の体系化－量と測定の概念と測定の原理
指導内容の体系化－割合・単位量あたりの大きさ
指導内容の体系化－図形の概念と図形構成
指導内容の体系化－空間図形とその二次元表現
指導内容の体系化－式
指導内容の体系化－関数
指導内容の体系化－統計
指導内容の体系化－高次の学力を育てるために
これからの算数教育とまとめ　

「算数」授業の概要
小学校学習指導要領の目標や趣旨、内容「A  数と
計算」「B　量と測定」「C　図形」「D　数量関係」の
各領域の内容とその系統を知るとともに、算数科の重
要な指導内容を取り上げ、教科書における具体例やそ

の解釈を通して自ら問題解決のプロセスを体験するこ
とで内容の理解を深める。

到達目標
1． 算数科の内容や体系に関心を持ち、数学的な見方
や考え方の良さを認識し、積極的に活用しようとする。
2．数学的な見方や考え方を身に付け、授業を数学的
にとらえ、思考の過程を多面的・論理的に考える。
3．算数科における基礎的な内容を理解し、知識を身
に付けている。
表 1が示すように、四則演算は算数において重要な
位置を占めているため、「加法・減法」「乗法」「除法」
でそれぞれ 1 回分の授業をあてた。「数」と合わせる 

と 4 回分を「数と計算」にあてた。「図形」と「量と
測定」の関連づけに関する内容も重要であると考えて
いる。図形の性質と図形の計量は、別々に扱うのでは
なく、これらを統合させて数学的な活動を行うことを
配慮すべきである。割合・単位量あたりの大きさは、
小学生が最も苦手とする分野であり、割合の意味の理
解については学力調査などの結果から課題があること
が明らかである。割合の扱いは、百分率や異種の 2つ
の量の割合のときだけでなく、乗法・除法の意味付け
や分数で表記された数量の解釈などでも用いられてお
り、それらの系統を明示するとともに、乗数や除数が
整数から小数や分数になったとき、演算の意味が拡張
し統合されることに重点を置くべきである。
数学的表現（グラフ、式表現など）の扱いも明確に
すべきである。特に、式は、分解式から総合式への指
導や（　）などを用いた式の指導を明確にするととも
に、式を読む活動を系統的に行うべきである。また、
グラフを表す活動だけでなく、グラフを読む活動を充
実させる必要がある。新学習指導要領でも述べられて
いるように、統計の重要性は増してきており、「統計
的な処理」は大切である。算数において 関数自体は
それほど直接的には扱わないが、“関数の考え方 “を
学ぶことは重要である。そのような理由で 「関数の考
え方」にも 1回分の授業をあてた。以上のように、外
すことができない重要なテーマだけで、11 回分が埋
め尽くされる。算数の具体的な単元以外にその重要性
から、「4領域と算数の有用性」「学習指導要領の新旧
対照」2つを入れた。
数は、『自然数 → 整数 → 有理数 → 実数 → 複素数』
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と拡張されるが、これらの数の体系を押さえておくこ
とは、小学校で算数を教える者としては大切である。
内容の精選や指導順序に関しては、継続して検証すべ
き課題であると考えている。

（1）通常の授業方法 
授業は、学生の学習意欲を高めるような授業設計・
運営を最優先させるべきであると考えた。第1回では、
授業で獲得できる能力、授業価値の説明も学生の学び
の見通しや意欲に繫がるものであると考えた。学生の
集中力が 90 分間続くように、授業を内容的に細かく
区切るようにした。20 分前後で 1 つの内容となるよ
うにし、6～ 7 くらいのまとまりで講義を構成するよ
うにした。解説は、30 分を超えないように注意した。
基本的な授業の流れは、以下のようである。

（本時のめあての解説）⇒（授業の流れについての
解説）⇒（本時の内容の模擬授業）⇒（授業解説・テー
マ解説）⇒（予習問題演習・解説）⇒（振り返り）
⇒（次時の予告と予習内容）

基本的には、上記の流れで授業を行うこととした。
ただし、授業内容によっては、若干この通りでないこ
ともあり、内容によっては変わることがある。
＜本時のめあて・授業の流れについての解説＞
授業のめあてを知ることは、見通しをもって学修す
るうえで重要であると考える。特に学ぶべきポイント
をめあてと整合させて最後に示すようにした。本時で
使う「テキスト・ノート・資料」も予告するようにし
た。少なくとも授業のスタートでは、学生の「授業を
受ける心構え」が整うようにした。また、授業中でき
るだけ多くの学生の席を回り、声をかけることを心掛
けた。
＜本時の内容の模擬授業＞
第 3回～第 14 回の授業では、その授業のテーマに
沿った内容の授業を体験できるように計画した。模擬
授業の内容は、ある学年の 1 時間を想定した授業で
あったり、体系的な教科であることを実感するために、
数学年分の内容を 1時間の内容に凝縮したりして行っ
た。学生が、子どもの気持になって授業を受け、算数
科の面白さと楽しさを実感として捉えられるように工
夫した。模擬授業を通して、課題解決や新たな課題の

発見を体験させた。模擬授業では、できるだけ多くの
学生に解答を説明させたり、協働して創り上げたりす
る授業を工夫した。教員が指名するのではなく、学生
に挙手をさせて解く者を決めるようにしているが、90
人近くの受講者数であるため、挙手する学生が限られ
ていたり、意図的に指名しても辞退したりするケース
もあり、今後の課題であると考えている。できるだけ
主体的・協働的な話し合いを体験させるために、ペア
トークやグループトークも取り入れるようにしてい
る。
模擬授業では、教師と児童の両方の立場から授業を
分析できることを求めた。児童用ノートの使い方も指
導し、現場ですぐに活用できるようにした。また、内
容的にも次学年の「算数科指導法」に繋ぐように計画
した。
＜授業・テーマ解説＞
模擬授業とその日の授業内容（テーマ）を説明する。
説明の際、言葉だけでなくパワーポイントで映像や図
表に簡潔にまとめることを心掛け、印象に残りやすい
ように視覚的に説明すると同時に、重要な項目を穴埋
めできるパワーポイント用のプリントを用意した。特
に、文科系の学生の場合、数学に苦手意識をもつ者が
多いため、視覚的な説明は重要である。また、数式を
用いて説明を長々と行うと、学生が拒否反応を示すの
で、そのようなことは避け、要点を簡潔に分かりやす
く示すことが有効である。
＜予習問題演習・解説＞
その日の授業のテーマに関する予習問題を出題し、
毎回学生に準備させた。予習の中で、分からなかった
ことや質問を先にさせて、その解説から行った。授業
は、説明を聞くだけでは不十分で、そのような意味で、
予習問題の演習は必要であると考えている。
＜振り返り＞
授業の最後には、必ず「振り返りプリント」の記入
を行った。「まとめ」では、その時間の授業目標・内
容についての確認を行う。学生の意見を聞きながら講
義内容を修正していくことは重要である。そこで、授
業の感想や授業の要望などを自由に書かせ、その内容
を活かして、授業内容の工夫をすることで、学生の学
習意欲を喚起したいと考えた。
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＜問題演習＞
授業時間に余裕が出たときは、問題演習を行った。
例題演習は、プリントで出題するが、苦手な内容（割
合・分数計算・図形・面積等）から選び、ある程度の
量をこなすことを目的とした。苦手な内容の確認と学
び直しを行った。
数学は各自で手を動かして考えてこそ初めて身に付
く学問であるという考えのもと、できる限り問題演習
は行うよう心掛けたが、時間不足で行えなかったり、
解説の時間がなかったりといったことは、今後の課題
である。学生の数学的な力を身に付けさせるためも、
問題演習を徹底させることは重要であると考える。
＜次時の予告と予習内容＞
必ず次時のテーマ予告と予習プリントの配布を行っ
た。予習プリントは、大切だと思うことに線引きし、
分からないことを抜き出してくることを最低条件と
し、さらに調べてきた学生については、みんなの前で
発表するよう促した。授業の方法を工夫する以外に、
次のことを行うようにした。
・模擬授業のノートチェック
・小テスト
・振り返りプリントの講評
＜ノート・振り返りプリント・予習プリントのチェック＞
模擬授業のノート・振り返りプリント・予習プリン
トのチェックを行う。1年目は、全員のノートを毎時
間チェックして返却していたが、90 人近くのノート
を運ぶことが大変で、3グループに分けて、3週間に
1度（毎週 30 冊）提出させるようにした。1 人 1 人
丁寧に見て、できる限り頑張りを褒めるようにした。
ノートチェックを実施すると、全ての学生とのコミュ
ニケーションがとれ、大変効果があると実感している。
プリント等は、ハンコで終わることもあったが、コメ
ント記入など、きめ細かい指導が重要であると考えて
いる。電子機器については、 大学の授業では、パワー
ポイントや実物提示装置などの電子機器を使うことは
普通である。しかし、「算数」の模擬授業等では、あ
えて黒板、画用紙などのアナログのものを活用した。
パワーポイントは、時間の節約と視覚に訴えた理解に
つながるが、受け身になりやすいという欠点もある。
今後、授業に電子機器やデジタル教科書をどう取り入
れるか等は課題である。

資料 1）予習プリント

資料 2）振り返りプリント

資料 3）授業ノート
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（2）29 年度「算数」授業評価（81/88 名）

主体的な学習取組の状況に関するもの 
設問 1　授業では、積極的に学習に取り組みましたか

比率 人数
そう思う 41％ 33 人
やや、そう思う 47％ 38 人
どちらともいえない 12％ 10 人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 0％ 0人

設問 2　  レポートなど授業外の課題・宿題に、積極的に取り組
むことができましたか

比率 人数
そう思う 37％ 29人
やや、そう思う 37％ 29人
どちらともいえない 24％ 19人
やや、そう思わない 3％ 2人
そう思わない 0％ 0人

設問 3　  この授業の予習・復習（課題・宿題の時間を含む）を
一週間のうちどの程度しましたか

比率 人数
0 分（なし） 30％ 24人
30 分未満 35％ 28人
30 分以上～ 1時間未満 31％ 25人
1時間以上～ 2時間未満 3％ 2人
2時間以上 1％ 1人

教員の教授姿勢や授業運営等に関するもの
設問 4　教員は授業に熱心ですか

比率 人数
そう思う 63％ 50人
やや、そう思う 26％ 21人
どちらともいえない 11％ 9 人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 0％ 0人

設問 5　授業内容はわかりやすいですか
比率 人数

そう思う 48％ 38人
やや、そう思う 34％ 27人
どちらともいえない 16％ 13人
やや、そう思わない 3％ 2人
そう思わない 0％ 0人

設問 6　  話し方が明瞭で早さも適切であり、聞き取りやすいで
すか

比率 人数
そう思う 43％ 34人
やや、そう思う 33％ 26人
どちらともいえない 21％ 17人
やや、そう思わない 4％ 3人
そう思わない 0％ 0人

設問 7　私語防止の対策は適切にとられていますか
比率 人数

そう思う 34％ 27人
やや、そう思う 28％ 22人
どちらともいえない 33％ 26人
やや、そう思わない 4％ 3人
そう思わない 3％ 2人

学習成果等に関するもの
設問 8　  この授業を受けて、興味が広がったり、深まったりし

ましたか
比率 人数

そう思う 29％ 23人
やや、そう思う 35％ 28人
どちらともいえない 30％ 24人
やや、そう思わない 4％ 3人
そう思わない 3％ 2人

設問 9　この授業を受けて役に立ちましたか
比率 人数

そう思う 35％ 28人
やや、そう思う 35％ 28人
どちらともいえない 26％ 21人
やや、そう思わない 4％ 3人
そう思わない 0％ 0人

設問 10　この授業に満足していますか
比率 人数

そう思う 39％ 31人
やや、そう思う 38％ 30人
どちらともいえない 20％ 16人
やや、そう思わない 3％ 2人
そう思わない 1％ 1人

この授業の良い点、改善して欲しい点
（学生の自由記述原文　肯定的感想○否定的感想●）

（授業方法）
〇  自分の考えをしっかり考える時間や友達の考えを聞
く時間がもうけられてより深い学びができたと感じ
る。
〇  全体的に授業を受けるのでいろいろな人の意見が聞
けて良いと思います。
〇  算数苦手ですが、分かりやすいです。
〇  ●久しぶりに、方眼ノートを使い、算数ができたこ
とは、とても懐かしく楽しかったです。ただ、文字
が小さかったり、イラストが小さかったりと板書が
大変なことがちょくちょくありました。もう少し図
だけでも大きくしていただけたら良かったなと思い
ました。最後まで結構難しかったですが、解けたあ
との爽快感、好きでした。ありがとうございました。
○  一人ひとりに問いかけていてとても良かったです。
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○  授業のいい点は懐かしい気持ちを思い出しながら授
業を受けられること。改善してほしい点は特にない
です。
○  いろいろな意見が聞けるので良い。
○  算数を勉強するというよりも授業の形態を知ること
ができる授業でした。全員に解答を発表する機会が
あたらないところを補填するために、ノートを評価
することを私も教師になった際にやっていきたいと
思います。
○  しっかり考える時間もあり、友達との話し合う時間
あるので良いと思います。ノートを書いている間に
重要なことを話されるのは少ししんどいなと思いま
した。
○  方眼ノートを使うことで、小学生に戻れた感じがし
て」よかったです。
○  自分では思いつかなかった考え方を色々な人からの
意見で気付けたのが良かったです。
○  算数の目標と内容が、分かってくるのでとてもいい
勉強になります。一年～六年に習う内容が、分かっ
てくるので、先生になったときに、とても便利だと
思いました。小学校も色々と変わってきていること
がたくさん分かるので、とてもいい勉強になります。
小学校のことをもっと知りたいと思いました。
○  算数を通して授業の受け方を学んだ。
○  ●ノートをとる時間が少ないなと感じる時があるの
で、ノートをとる時間をもう少し設けていただきた
いです。先生の授業を通して、小学生のノートのと
り方を学ぶことができました。忘れていた単元がた
くさんあったので復習したいと思いました。ありが
とうございました。これからもよろしくお願いしま
す。
○  ノートのとりかたを丁寧に教えてもらえて嬉しかっ
た。
○  生徒の主体性を重んじた授業の進め方がすごく有意
義に感じました。
○  ●色んな人に答えや説明を聞いて回っていらっ
しゃったので、『こんな考え方があったのだ！』と
新たな発見が何度もあったのが良かったなと思いま
した。改善してほしい点としては、スクリーンに文
字が映ったときなどに次のページにすすむのが少し
早かったのでもう少しゆっくりみたかったなと思い
ました。

・  いろんな人の算数の考え方を発表によって知ること
ができ、すごく勉強になったと思います。
・  自分で考え、友達の意見もたくさんきけて良かった
り

（意欲）
・毎回毎回授業が楽しかったです。
・  先生の指示が分かりやすく、みんなの考え方もとて
も面白かった。
○  算数のわからないところを解説する研究会があれば
いいなと思いました。
●  算数がいらないからする意味がわからない。
○  いい意味で算数らしくなくて楽しかったです。
○  算数の問題は考えさせられる問題で、頭を使って考
えるのが楽しかった

（授業内容）
○  指導要領など聞き覚えがない話を聞く事が出来て良
かった。算数の授業なのに数学的に考えたり、意見
を共有したりする事ができて凄く楽しかったです。
○  教え方がわかるようになってきてよかったです。
○  算数の授業の内容はすごく楽しくてこうすれば子ど
ももわかりやすいなと考えることができた。席順は
固定していいと思う。
○  算数は数学と違って比較的簡単な問題をしているけ
れど、公式を使ってではなく、自分で考えを生み出
していくのがとても難しいと感じました。でも、友
達と考えを共有することによって自分の考えも広が
るところがすごいと思いました。ノートでは、まと
めやふりかえりをすることによって、その授業がど
のような内容だったのかを再確認できたので、子ど
もたちに教えるときにも有効だろうと思いました。
○  ●私たちが児童になって算数を学ぶことによって、
児童にとってどのような授業が 良い授業となるの
かを考えることが出来た点がとても良かったです。
またノートの取り方を、教えて下さったので、とて
も見やすいノートに 仕上げることが出来たので嬉
しかったです。また算数を通して、児童に身につけ
させたいことや、回答を導き出すまでの過程が 重
要である、など、私も多々共感できる事があったの
で、とても 理解する事ができました。少し私語が
気になるし、スクリーンに映し出す文字が小さかっ
たり 赤色の字だと全然見えなかったりしたので改
善して欲しいです。
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（その他）
○  前期の授業、ありがとうございました。今後とも、
よろしくお願いします。
○  いつもありがとうございます。
・特にありません。
●  マイクを通しての声のボリュームが大きくて、いつ
もびっくりします。なので、もう少しボリュームを
小さめにしてほしいです。
●  ランダムに指名する際、同じ人ばかりになっている
のは疑問に感じます。
●  小学校の授業をしているのはわかるけど、あまりた
めになるとは思えない。人が多くて、先生が当てる
のも偏っていると思う。

2．算数科指導法
「算数科指導法」のシラバスを以下に示す。

表 2　算数科指導法シラバス（2017）
算数科教育法シラバス

1
2
3
4
5
6

7
8
9
10
11
12
13
14

15

新旧学習指導要領の対照　算数科の授業の実際
指導と評価の方法について
算数（数学）的活動について
効果的な教材・教具の活用
発問と板書計画
「数と計算」領域の学習とその指導①数の概念と
表記
「数と計算」領域の学習とその指導②四則演算
「量と測定」領域の学習とその指導①量の概念
「量と測定」領域の学習とその指導②測定
「図形」領域の学習とその指導①平面図形
「「図形」領域の学習とその指導②立体図形
「数量関係」領域の学習とその指導①関数
「数量関係」領域の学習とその指導②統計
学習指導案の作成についてのまとめ模範模擬授
業の実施
総括　

授業の概要
小学校算数教育の目標や趣旨、内容および評価等を
概説し、4領域である「数と計算」「量と測定」「図形」
「数量関係」の内容とその指導について、その要点を
考察する。授業時間の後半は、学習指導案を作成し、
模擬授業を行うことを通して、指導内容、指導方法や

教材・教具、子どもの学びなどについて考察する。
到達目標
1．  算数科の目標、内容、指導法、評価に関心を持ち、
教育実践に必要な知識・技能を修得し、それを実
践で活用しようとする。

2．  指導内容、指導方法や教材・教具、子どもの学び
などについて具体的に捉える。

3．  算数科における指導と評価の方法を理解し、基礎
的な技能や知識を身に付けている。

（1）通常の授業方法
授業は、小学校免許状取得を希望する 32 名であり、
全員「算数」受講済である。1年次「算数」の授業内
容との繋がりを十分に考慮した上で計画した。表 2が
示すように、新学習指導要領が公示されているのを考
慮して、新旧学習指導要領の対照表を基に小学校算数
教育の目標や趣旨、内容および評価等を概説し、4領
域である「数と計算」「量と測定」「図形」「数量関係」
の内容とその指導について、その要点を話し合うよう
にした。
授業は、算数教材の理解を十分に深めたうえで授業
案を立てられるように時間配分等を配慮した。「算数」
の授業で、児童の立場で授業を受けた経験を活かせる
ようにした。授業ノートや準備物も 1年時のノートを
引き続き利用した。「算数科指導法」では、算数科の
目標、内容、指導法、評価に関心を持ち、教育実践に
必要な知識・技能を修得することや、それらを実践で
活用しようとする態度や意欲を高められるように、授
業設計・運営を工夫する必要がある。
第 1回では、「算数」と同様に、授業で獲得する技術・

能力、授業価値の説明を行い、学生の学びの見通しや
意欲に繫がるように工夫した。また、既修者である 3
年生の学生による示範模擬授業を行い、授業の実際に
ついて話し合った。
第 2回では、指導と評価の方法について概説、第 3
回は、算数（数学）的活動について、第 4回は、効果
的な教材・教具の活用について、挿絵、フラッシュカー
ド、ICTの活用、第 5回は、発問と板書計画について
授業構成と指導案との関係を概説した。第 2回から第
5回の授業では、授業の前半を理論的学修、後半を指
導案作成の時間とした。第 6回から第 13 回の 8回は、
授業の前半が模擬授業と事後研究会、後半を各領域の
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指導についての概説とした。指導案検討についても学
生の主体的な知的活動を喚起する授業を計画する必要
があると考え、各時間に本時のテーマを学生と共有し
たうえで、模擬授業および講義を行うようにした。学
生の集中力が 90 分間続くように、「算数」同様、20 
分～ 30 分前後で 1 つの内容・活動となるように授業
を細かく区切るようにした。基本的な授業の流れは、
以下のようである。

（本時のテーマの解説）⇒（本時の内容の模擬授業）
⇒（事後研究・授業領域の内容と指導方法解説）⇒（本
時の領域の演習・解説）⇒（振り返り）⇒（次時の
予告と予習内容）

基本的には、上記の流れで授業を行うこととした。
ただし、授業内容によっては、若干この通りでないこ
ともあり、内容によっては、変わることがある。

（2）29 年度「算数科指導法」授業評価（26/32 名）

主体的な学習取組の状況に関するもの
設問 1　授業では、積極的に学習に取り組みましたか

比率 人数
そう思う 68％ 17 人
やや、そう思う 24％ 6 人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

設問２　  レポートなど授業外の課題・宿題に、積極的に取り組
むことができましたか 

比率 人数
そう思う 54％ 14 人
やや、そう思う 35％ 9 人
どちらともいえない 8％ 2人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

設問 3　  この授業の予習・復習（課題・宿題の時間を含む）を
一週間のうちどの程度しましたか

比率 人数
0 分（なし） 27％ 7 人
30 分未満 35％ 9 人
30 分以上～ 1時間未満 31％ 8 人
1時間以上～ 2時間未満 4％ 1人
2時間以上 4％ 1人

教員の教授姿勢や授業運営等に関するもの
設問 4　教員は授業に熱心ですか

比率 人数
そう思う 65％ 17人
やや、そう思う 27％ 7 人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

設問 5　授業内容はわかりやすいですか
比率 人数

そう思う 62％ 16人
やや、そう思う 27％ 7 人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 4％ 1人
そう思わない 4％ 1人

設問 6　  話し方が明瞭で早さも適切であり、聞き取りやすいで
すか

比率 人数
そう思う 58％ 15人
やや、そう思う 35％ 9 人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

設問 7　私語防止の対策は適切にとられていますか
比率 人数

そう思う 46％ 12人
やや、そう思う 46％ 12人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

学習成果等に関するもの
設問 8　  この授業を受けて、興味が広がったり、深まったりし

ましたか
比率 人数

そう思う 58％ 15人
やや、そう思う 31％ 8 人
どちらともいえない 8％ 2人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人

設問 9　この授業を受けて役に立ちましたか
比率 人数

そう思う 65％ 17人
やや、そう思う 27％ 7 人
どちらともいえない 4％ 1人
やや、そう思わない 0％ 0人
そう思わない 4％ 1人
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設問 10　この授業に満足していますか
比率 人数

そう思う 62％ 16 人
やや、そう思う 31％ 8 人
どちらともいえない 0％ 0人
やや、そう思わない 4％ 1人
そう思わない 4％ 1人

この授業の良い点、改善して欲しい点
（学生の自由記述原文　肯定的感想○否定的感想●）

（授業内容）
〇  指導案作りの時に、書き方を熱心に教えてくださっ
てとても勉強になった。生徒が書く授業者の評価は、
自分の授業が他者から見てどんな感じなのかが分か
るのでとても参考になった。
〇  授業の仕方をどうするのかが自分が実際に模擬授業
をして見ることでよく分かった。どのように指導案
を書けば良いかなどのアドバイスもいただいて感謝
しています。ありがとうございました。
〇  指導案の書き方をすごく丁寧に教えて頂けたことは
とてもありがたかったし、自分が書く時とても役に
立ちました。将来にも絶対役立つことだと思ったの
で、とても良かったと思う。自分が実際授業してみ
ることで、授業のイメージや、授業の難しさなどと
てもたくさんのことを学ぶことが出来たし、この先
改善していく努力をしていけると思うし、実際に授
業を行うのはとても大切だと思った。
〇  模擬授業がとてもむずかしかったけど、役にたちま
した
●  もっと初めから、児童の座席表を作るべきだし、後
半につれて説明がたくさん加えられていて初めに授
業をやった人には、何を言っているのか意味がわか
らなかった。

（意欲）
〇  模擬授業のときはたくさん助けていただいて心強
かったです。達成感がすごくよかったし、できてよ
かったと思いました。
〇  実際に模擬授業をして楽しかった反面難しさを実感
しました。しかし、とてもいい経験ができたのでよ
かったです。
〇  初めての模擬授業、緊張したが、一歩踏み出し始め
た実感が出た。また、他の人たちの模擬授業を見て
いく中でたくさんの学びに繋がることができた。

（授業方法）
〇  算数の指導案を考える時や、授業の事前準備の際に
丁寧に教えて頂いたのでとてもわかりやすかったで
す。
〇  ●模擬授業をさせてもらえたのでとてもいい経験に
なりました。模擬授業を増やすことはいい事だと思
います。テストに関しては模擬授業を行ったので、
もう 1度改善点を見つけやり直すという意味で自分
の担当した模擬授業のところをテストの内容にして
ほしかった。
●  初めての模擬授業は本当にいい経験になりました。
子どもの意見をまとめられるか、とても不安でした
が、先生のサポートもあり乗り越えられました。
●  改善してほしい点は、授業単元で教科書があったら
いいと思う。何時間目って言っても聞いている側は、
教科書を持っていないからあったほうが聞く側も分
かりやすいと思う。
○  模擬授業の後に評価などをしてもらえているので、
将来に活かせると感じます。
○  みんなの前で授業をする経験ができたこと。
○  毎時間、模擬授業の振り返りをしていたところがよ
かったです。

（その他）
●  提出物について事前に伝えてもらえなかった。質問
してくれる人がいたからよかったが、いきなり提出
してくださいといわれてもこまる。
〇  練習に付き合ってくれるなど、時間を割いてくださ
り、とても熱心で良かったと思います。
●生徒や役に手を挙げてほしい

Ⅴ．授業についての考察

学生の主体的な学びを通して、算数に対する興味・
関心を引き出すことを優先して授業構成を行った。学
生による授業評価では、「授業内容は、分かりやすい
ですか」に対し、「そう思う」が算数 48％、算数科指
導法 62％、「ややそう思う」が算数 34％、算数科指導
法 27％、という結果であった。
また、主体的な算数・数学の解決過程を通して、「面
白い」、「楽しい」、「解決を見出せてうれしい」等を感じ
る経験が重要であるが、「この授業を受けて興味が広
がったり深まったりしましたか」に対し、「そう思う」
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が算数 29％、算数科指導法 58％、「ややそう思う」が
算数 35％、算数科指導法 31％、「この授業に満足して
いますか」に対し、「そう思う」が算数 39％、算数科
指導法 62％、「ややそう思う」が算数 38％、算数科指
導法 31％、という結果を示した。この結果をどのよ
うに判断してよいのかは今後の検証が必要であるが、
自ら考え、達成感を味わうことによって、算数の有用
感も感じることができると考えている。
授業で獲得できる能力、授業価値の説明も学生の学
びの見通しや意欲に繫がったと考えてはいるが、授業
後の他の学びに繋がっているか等も、今後検証してい
く必要がある。
他方予習、復習に費やしている時間は決して十分と
は言えない。課題を増やすというのではなく、自主的
な予習・復習による時間の増加を目指すための方策を
考えたい。
学生の満足度を考えると「算数」より「算数科指導
法」のほうが高い傾向にある。これは、前者の受講人
数が 88 名、後者は、32 名という違いや、「算数科指
導法」は、小学校免許状を取得希望者のみが受講する
といったことによると考えられる。それに加えて、幼
児教育コースの学生に、やがて算数へと繫がる数量的
センスを「環境」の領域に即して伸長させるための内
容や方法を十分に伝えきれなかったことにも起因して
いると考えている。
幸い「算数」と「算数科指導法」の両科目を筆者が
担当しているため、授業で扱う領域や内容の設定も関
係づけることができた。例えば、「算数」の授業で取
り扱えなかった内容を「算数科指導法」で補充学修し
たり、重要単元については、両教科で学習内容の積み
重ねや理解を深めたりするができたと考えている。

Ⅵ．まとめと今後の課題

本学科において、これまで実践した「算数」「算数
科指導法」の授業を基に「算数教育の在り方」につい
て考えてきた。これらの成果と今後の取組を基に「知
的好奇心を喚起する授業」を生み出すことのできる教
員育成を目指していきたい。そのために「最小限必要
な資質能力」を身に付けさせるとともに、さらに得意
分野や個性の伸長を図り、学生を一律の型にはめるこ
となく、多様なタイプの学生が幅広く、豊かに養成さ

れるよう努めることが重要である。そのためには、学
生同士だけでなく教師と学生の対話を重視した授業を
通じて、学生の反応を捉え、一人ひとりの理解度に応
じた支援を工夫し、また、学生の授業評価をフィード
バックした授業改善を今後も進めていきたい。
特に学生の知的好奇心を喚起するための工夫を重視
したいと考えている。例えば、読ませたい関連書等の
紹介やその活用も本格的な学修へのきっかけづくりに
有効であり、学部内で、学生に読ませたい教育図書等
のリストを提示し、その読破を求めることも実施した
いと考えている。
さらに、教員と学生の双方に良き緊張関係を醸成し
密度の高い授業を行うために協働学習の手法を取り入
れたり、ゼミ方式などの少人数授業を増加したりする
ことも取り組みたいと考えている。
知識を身につけることだけが教養でなく、あらゆる
ことの基礎・基本を身につけることが、「教養教育」
の基盤である。学生は、色々な領域で基礎・基本を身
に付けたときにこそ個性や能力を展開させうるもので
ある。同じ事は、教員養成学部での算数教育やその他
の学修でもいえることである。基礎・基本とは、色々
な分野の学修を積み重ね、同時に、人間としての生き
方等を学び、身に付けることが教養の基礎であるとす
れば、「教養教育」は、全人教育、人格形成の基礎・
基本に繋がるものである。
社会に出てから、必要な機会が訪れるならば、その
学びが自然に活きてくるはずである。そのため、教養
教育に携わる教員には、高い力量が求められており、
絶えず授業内容や教育方法の改善に努める必要がある
と考えている。
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